
　　　　

2025 年 3 月 1 日

平日 13 時 30 分から 17 時 0 分まで

休校日 10 時 0 分から 16 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 おこさまの自立度を高め、リラックスできる居場所を作る

事業所名 児童デイサービス　ぷらっとホーム三咲 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）

物に架空の値段をつけて買い物する活動など行い、計算や数量の理解を深めていきます。
工作活動を通して物質の変化と感覚の認知の向上を支援します。
友達や職員と関わることで色々な考え方や選択肢があることを知ってもらう機会を作ります。

本人が説明したい・伝えたいこと様子が見られた際は、寄り添いながら伝える方法を考えていきます。
本人の様子等、気になることがあれば介入し対処します。
出来たところは称賛し言葉で伝えていきます。出来ないところは一緒に考え答えを導いていきます。

集団活動を行う際、手順やルールを守って行動できるよう支援していきます。
無理に行動させず、適切なコミュニケーションを取り、落ち着いて話をしていきます。
一人で遊んでいる時間が長い大人が介入して複数人で遊ぶ・活動する経験をしてもらいます。

支援方針 将来を見据えた支援　信頼関係を構築し居心地のいい場所を目指す

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

主な行事等
・活動(作品制作、運動、買い物体験、聞く・話す・見る等のコミュニケーション)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
夏休みイベント(外出、おやつ作り体験、ピクニック、お祭りなど)

（別添資料１）

家族支援
・障害の特性に応じた生活・家庭環境の整備　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・家族からの
相談に対する適切な助言や寄り添い

移行支援
・自立した生活習慣など将来の移行に向けた支援。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　・定期的な療育・活動・支援内容など
の共有と会議等

地域支援・地域連携
・保育所・学校・医療機関との情報共有や調整、支援方法や環境調整等に関す
る相談援助等の取り組み

職員の質の向上
・事業所内研修の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・定期的な療育・活動・支援内容などの共有と会議等

支　援　内　容

来所時、体温測定や健康状態を確認します。                                                                                                                   
気持ちが落ち着かないときは、休める場所を提供し様子を見ます。                                                                                                 
体調を確認しながら、心身に無理のない環境作りをしていきます。

本人が興味を持ち、自由時間・活動の時間を通して楽しめるものを試行していきます。                                                                                                          
本人が理解しやすい説明を行い、より楽しく活動できるように支援していきます。
体操やマット、ボールなど使った運動を行い、筋力・体幹を使っていきます。
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